Minamoto no Sanetomo : Concerning self-consciousness as despair by 毛利 豊史
源実朝試論
─絶望としての自意識をめぐって














































建保元年（１２１３／２２歳） ５月２日 和田合戦。１２月１８日 実朝，『金槐和歌集』を編む。
建保二年（１２１４／２３歳）１１月１３日 和田の残党が京都にて頼家の息子の栄実を奉じて
謀反を企てる。幕府方が襲撃，栄実は自害。
建保四年（１２１６／２５歳） ６月１５日 実朝，陳和卿と対面。９月２４日 実朝，陳和卿に
唐船を造るよう命じる。
源実朝試論（毛利） 309
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